
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 間 項 目 

9：15 受付開始 

10：00-10：10 開会式 

10：15-10：45 ＳＴＥＭ特別発表 

10：50-11：17 発表１（4教室） 

11：20-11：47 発表２（4教室） 

11：50-12：17 発表３（4教室） 

12：20-14：20 ポスターセッション 

12：20-13：10 昼食・休憩 

13：10-13：27 総会 

13：30-13：57 発表４+シンポジウムA（4教室） 

14：00-14：27 発表５+シンポジウムA（4教室） 

14：30-15：50 シンポジウム B,C,D（3 教室） 

16：00-17：15 特別講演 ※右記参照 

17：15-17：20 閉会式 

17：40-19：40 懇親会 

※詳細は発表者決定後に本部ホームページへ掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■特別講演 

映画を使った「２言語同時学習」のすすめ 
（ Bi- language Simultaneous Learning with 

the Aid of Movies） 

講師：小野 隆啓  先生（京都外国語大学） 

小野先生が主導される京都外国語大学の「２言語同時学習」

の授業は、英語ともう一言語を対照言語学的に比較対照するこ

とで、学習者に個々の言語の特性をより深く理解させようという、

ユニークな授業です。そして、この教育プログラムにおいて欠か

せない教材が映画です。本講演では小野先生に、映画を教材と

するこのような言語教育の有効性についてお話し頂きます。 

【講師プロフィール】 
1954 年三重県、津市に生まれる。京

都外国語大学大学院、及び San 

Francisco State University 大学院修

了。現在、京都外国語大学大学院外

国語学研究科科長。専門研究分野

は生成文法(Generative Grammar)、

言語学。1988 年、NHK ETV 8 文化

ジャーナル「チョムスキー氏に聞く」（Ｎ

ＨＫ教育テレビ）において京都賞を受

賞した Noam Chomsky 教授のインタ

ビューと解説。「ティームティーチングによる二言語同時学習」が

2006 年度の「特色ある大学教育支援プログラム」（特色 GP）に

選定される。著書に『英語の輪郭：原理変数理論解説』（英潮社、

1991）、『生成文法用語辞典』（大修館書店、1993）、『英語の

構造』（金星堂、2004）などがある。好きな映画・TV 番組は『ハリ

ー・ポッター』『スター・トレック』など。 

 

 

本年８月７日、日本文化の中心地、国際観光都市・京都で、第21回ATEM全国大会が開催されます。この全国大会の特

別講演者としてお招きするのは、京都外国語大学教授の小野隆啓先生です。小野先生は、MITのノーム・チョムスキー博士と

も長く親交を結んでおられる生成文法の専門家ですが、同時に、日本で最も早く映画を英語の授業に採り入れた先駆的教育

者の一人として、また映画を使った２言語同時教育の推進者としても知られています。先生の貴重な特別講演を、多彩なシン

ポジウムや研究発表と共にお楽しみ下さい。※本大会とほぼ同時期にインターハイと国際経済学会が京都で開催されます。京都市内のホ

テルが混みあうことが予想されますので、宿泊をお考えの方はお早めのご予約をお勧めします。 

■プログラム 

http://www.atem.org 
事務局 office@atem.org 

【大会参加】 
参加費：会員 1,000円 非会員 2,000 円（資料代含む。学部

生、大学院生は学生証提示で無料）、懇親会費：4,000 円 
※会員は会員専用ページ「大会情報」から、非会員は事務局あて

にメール（office@atem.org）で、事前に参加申込みをしてください。 

【発表応募】 
本部ホームページ（http://www.atem.org）掲載の募集要項

に従い、会員専用ページよりお申込みください。 

*English presentations will be welcomed. 

応募締切：2015 年 5 月 10 日（日） 

応募資格：2015 年度分の会費を納入しているＡＴＥＭ会員 
ATEM: The Association for Teaching English through Movies 

シンポジウム 

13:30-14:27 

A（九州支部）：「映画の Goofs と Trivia を活用した 

英語教育」 

14:30-15:50 

B（Hokkaido Ch.）：“The Representations of  

 Gender and Sexuality in the History of Movies” 

C（Higashinihon Ch.）：“Representations of Japan 

 in American Film” 

D（Nishinihon Ch.）：“The Effectiveness of  

 Employing Movie Script Data to Teach Grammar 

 Usages” 


